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研究成果の概要（和文）：エチオピアのアルシーゾーン（Arsi Zone)のティオ地区(Tiyo Woreda)において、社会実験
と社会調査を実施し、住民のコミュニケーションとソーシャル・ネットワーク、新技術の知識と採用状況を計測でき、
イノベーション（情報に基づくイノベーションと行動に基づくイノベーション）の普及と伝搬の定量的モデルを作成し
て、結果を国際学実ジャーナルと学会で発表した。さらに、結果発表の為に、東京で国際的ワークショップを開いた。

研究成果の概要（英文）：We carried out a social experiment and a social survey in Tiyo Woreda, Arsi Zone, 
Ethiopia. We could measure the local inhabitants social networks, knowledge and adoption of innovative tec
hnologies. We constructed quantitative models of diffusion of technologies in such rural areas of developi
ng countries and organized an international workshop in Tokyo to announce the results.
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１． 研究開始当初の背景 
 
 
本研究の対象は、途上国の低開発農村地域で
ある。社会基盤が整備されてない、組織が未
熟である地域の農家は、人と人の間の非正式
的なつながりを利用しないと、情報や基本的
なリソースにアクセスできない。このような
親戚や知り合いの関係が社会的にネットワ
ークがであって、情報やイノベーションがこ
のネットワークを通して伝搬する。ソーシャ
ル・ネットワーク分析方法論を用いて、情報
や行動伝搬とイノベーション普及パターン
を解析できる。 
 
 
 
２． 研究の目的 

 
 
経済的に極端に貧しい遠隔の農村地域にお
いて、アンケート調査、社会実験と質的イン
タービューを実施して、人のつながりについ
てデータ収集を行い、住民のコミュニケーシ
ョン・ネットワーク、新技術の知識と採用状
況を計測し、イノベーション（情報に基づく
イノベーションと行動に基づくイノベーシ
ョン、）ソーシャル・ネットワークを分析し
て、情報やリソース伝搬のメカニズムを解明
する。 
 
得た結果によって、インフラや組織が未熟な
地域において、効率的且効果的な介入、情報
の普及、イノベーションのプロモーションの
方法を提案する。 
 
 
３．研究の方法 
 
 
本研究を実施する為に、途上国の社会基盤が
整備されてない遠隔農村地域の中から、研究
代表者、助手の大学院生と現地の調査員が安
全で調査できる地域を探すことは必要だっ
た。 
 
事前に関連する研究を実施した地域（エチオ
ピアのオロミア週のアルシーゾーン）を選ん
だ。さらに、この中から、経済的に非常に乏
しくて、インフラが殆どないが、治安が良く
て、調査をできる農村の四つに着目した。 
 
そこで、三つの村で、全世帯の代表的サンプ
ルにアンケート調査を実施できたと一つの
村で全世帯調査をした。さらに、質的インタ
ービューを行った。 
 
得たデータで、ネットワークのモデリングを
行い、回帰分析、stochastic actor-oriented 
modelling などを用いて、解析をし、インフ

ラ未整備遠隔農村地域のソーシャル・ネット
ワーク構造、情報と行動の普及メカニズムや
効果的な社会的加入の個人的や地理的要因
を明らかにした。 
 
 
計測したネットワークの例は以下です。 
 
 
図１は四つの村の間の新技術（ICT,この場合
は携帯電話）によって、６っか月の間のコミ
ュニケーションを表している。 
 
 
図１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
図２と図３は全世帯調査をした村の情報ネ
ットワーク進化を表している。 
 
 
 
図２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
図３ 
 
 

 
 
 
4. 研究成果 
 
 
研究の結果は、ソーシャル・ネットワーク（情
報共有ネットワーク、コミュニケーション・
ネットワーク）が新技術普及に強い影響を与
える。しかし、情報によるイノベーションと
行動によるイノベーションの伝搬パターン
が異なる。したがって、新技術普及に相応し
いソーシャル・ネットワーク構造と介入戦略
が場合による。 
 
 
この成果を発表するため、東京で、国際的学
実ワークショップも開催した (図４)。 
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